












<要約>本研究は、幼児の身体活動の評価法を確立することを目的として、5 歳児男女 16

名の保育園での活動強度の 5段階スコアリングを 10 秒単位で 30 分間行った。その結果、

総スコアと同時に測定した総歩数(歩数計)との間に有意な相関が得られた。また、理論的

最大スコアに対する相対値で身体活動水準を評価すると、室内外、遊ぴの種類によって異

なり、40-60%の範囲の活動が最も多かった。本方法により幼児の活動を制限することなし

に、身体活動の質的・量的評価の可能性が示唆された。


